
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年２月１２日                全国一般神奈川                    第２３７号（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
２
月
１
２
日 

 

岡
部
事
務
所 

し
ら
ゆ
り
歯
科
法
対 

 

●
２
月
１
２
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
２
月
１
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
２
月
１
５
日 

１
３
時 

事
務
所 

匡
済
会
会
議 

 

●
２
月
１
５
日 

 

１
８
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
２
月
１
６
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

 

●
２
月
１
６
日 

 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
２
月
１
８
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
５
回
担
当
者
会
議 

 

●
２
月
１
９
日 

９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議 

 

●
２
月
２
０
日 

８
時
３
０
分 

平
沼
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

県
共
闘
Ｊ
Ａ
Ｌ
原
告
と
の
交
流
会 

 

●
２
月
２
３
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
５
回
支
部
代
表
者
会
議 

春
闘
学
習
会 

 

●
２
月
２
５
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
情
宣
行
動 

 

●
２
月
２
６
日 

１
６
時 

藤
沢 

東
横
イ
ン
会
議 

 

●
２
月
２
７
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
３
月
１
日 

１
０
時 

下
曽
我
駅 

全
国
一
般
神
奈
川 

お
花
見 

 

●
３
月
９
日 

１
２
時
３
０
分 

県
労
委 

し
ら
ゆ
り
歯
科
県
労
委
第
２
回
調
査 

 

●
３
月
１
０
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
６
回
執
行
委
員
会 

 

●
３
月
１
１
日 

 

１
１
時 

地
裁
８
階 

し
ら
ゆ
り
歯
科
解
雇
撤
回
裁
判
弁
論
準
備 

 

●
３
月
１
３
日 

詳
細
未
定 

夜
Ｌ
プ
ラ
ザ 

神
奈
川
春
闘
１
日
行
動 

 

１
月
２
５
日
か
ら
２
６
日
の
２
日
間
、

渋
谷
勤
労
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
た
各

県
代
で
２
０
春
闘
の
方
針
が
討
議
さ

れ
、
『
８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現』
を
目
指
し
て
、「
最
賃
大
幅
ア

ッ
プ
と
結
び
つ
い
た
大
幅
賃
上
げ」「
長

時
間
労
働
に
反
対」
「
格
差
拡
大
を
許

さ
ず
均
等
待
遇
の
実
現」「
働
き
や
す

い
職
場
を
求
め
人
権
侵
害
を
許
さ
ず

闘
う」
の
４
つ
の
柱
が
２
０
春
闘
の
重
点

課
題
と
し
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

重
点
課
題
に
つ
い
て
は
、
大
幅
賃
上

げ
＝
①
ど
こ
で
も
誰
で
も
時
給
１
５
０

０
円
以
上
、
月
額
２
６
万
円
の
賃
金
保

障
② 
時
給
１
０
０
円
ア
ッ
プ
、
月
額
１

８
０
０
０
円
の
賃
上
げ
③
７
％
の
賃
上

げ
（
賃
金
底
上
げ
分・
大
企
業
と
の
格

差
是
正
分
３
％
、
消
費
税
ア
ッ
プ
２
％
、

物
価
上
昇
分
２
％
で
計
７
％）
を
統
一

要
求
と
す
る
こ
と
、
長
時
間
労
働
の
規

制
＝
３
６
協
定
を
月
４
５
時
間
３
６
０

時
間
以
内
に
抑
え
る
た
め
に
職
場
代
表

を
勝
ち
取
る
こ
と
、
均
等
待
遇
の
実
現

＝
正
規
労
働
者
と
の
不
合
理
な
待
遇

差
の
違
法
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、「
パ
ー
ト
タ
イ
ム・
有
期
雇
用
労
働

法」
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
な
ど
の
具

体
的
な
闘
い
方
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
全
国
一
般
神
奈

川
の
春
闘
も
２
３
日
の
春
闘
要
求
学
習

会
を
機
に
本
格
化
し
ま
す
が
、
地
域
合

同
労
組
に
と
っ
て
春
闘
は
、
労
働
者
の
権

利
と
生
活
を
守
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
労
働
条
件
や
職
場
の
問
題
は
労
使

間
の
交
渉
を
通
じ
て
解
決
す
る
と
い
う

労
使
関
係
を
定
着
さ
せ
る
闘
い
で
も
あ

り
ま
す
。
各
県
代
で
確
認
し
た
方
針
や

闘
い
方
を
各
職
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て

具
体
的
な
要
求
に
落
と
し
込
み
、
優
先

度
を
持
っ
た
交
渉
を
通
し
て
、
労
使
が

合
意
で
き
る
領
域
を
増
や
し
て
い
く
視

点
と
戦
略
を
も
っ
て
２
０
春
闘
を
闘
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 

（
副
委
員
長 

八
木） 

職場・地域を結び２０春闘を闘おう！ 
第２５回全国協各県代表者会議報告 

初日は同一労働同一賃金、最賃・春闘、介護、労働時間の4つの分科会が開催された 

第
２
５
回
各
県
代
表

者
会
議
２
０
春
闘
方
針

「
８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ

る
社
会
を
実
現
し
よ
う」

に
八
木
副
委
員
長
、
光

盛
執
行
員
と
共
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
初
め
て

の
参
加
で
緊
張
し
ま
し

た
が
、
１
日
目
全
国
協
の

統
一
要
求
を
揚
げ
闘
う

こ
と
、
統
一
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
下
で
よ
り
集
中
力

を
持
っ
て
闘
い
、
可
能
な

限
り
の
春
闘
統
一
行
動

を
追
求
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。 

４
分
科
会
が
あ
り
、

私
は
介
護
部
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
介
護
部
会
で

は
、
厚
労
省・
財
務
省
交

第 25 回全国協各県代表者会議に参加して 

渉
の
報
告
、
ホ
ー
ムヘ
ル
パ

ー
国
賠
訴
訟
の
原
告
か

ら
の
報
告
、
大
阪
の
ワ
ー

カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
の

「
介
護
職
員
等
特
定
処
遇

改
善
加
算
の
算
定
に
よ

る
賃
金
改
善
を
行
う
柔

軟
な
分
配
方
法」
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
金
子
勝
立

教
大
学
大
学
院
客
員
教

授
の「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
真

実
」
講
演
が
１
時
間
あ

り
、
感
動
い
た
し
ま
し

た
！ そ

の
後
、
春
闘
方
針

討
議・
各
単
組
報
告
を

ま
と
め
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
、
解
散
と
な
り
ま

し
た
！ 

 
 

（
野
中） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年２月１２日                全国一般神奈川                    第２３７号（２） 

全国一般神奈川 早春のお花見会 
 日時・・・３月１日（日） 午前 1０時～午後 2 時頃まで 

 集合場所  JR 御殿場線 下曽我駅に 10 時集合 

  東海道線（国府津）乗り換え 国府津 9：10 発 または 9：50 発 

  小田急線（新松田）乗り換え 松田 9：05 発 または 10：05 発 

参加費・・・無料 ★食べ物・飲み物持ち込み大歓迎 

主催  全国一般神奈川  連絡先 米山 ０９０－３０６０－７３９３ 

瀧山 ０８０－１１９９－０２３３ 

県
共
闘
春
闘
学
習
会
開
催 

料
の
提
出
要
請
が
あ
り
、
準
備
で

き
次
第
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。 組

合
と
当
該
組
合
員
は
初
回
調

査
と
い
う
こ
と
で
、
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
、
控
室
の
和
や
か
な
雰
囲

気
に
も
救
わ
れ
、
不
当
労
申
立
の

調
査
は
好
発
進
と
な
り
ま
し
た
。 

２
／
４
第
７
回
弁
論
準
備 

開
催 

一
方
、
懲
戒
解
雇
撤
回
裁
判
は
、

２
月
４
日
第
７
回
弁
論
準
備
が
地

裁
８
階
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
提
訴

（
３
月
２
７
日）
か
ら
も
う
す
ぐ
１

年
を
迎
え
争
点
整
理
も
進
み
現
在

は
証
人
尋
問
の
為
の
準
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。
弁
論
準
備
で
は
、
原
告
側

の
聴
取
か
ら
始
ま
り
、
次
い
で
会
社

側
の
順
番
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
原

告
側
の
聴
取
で
は
、
解
雇
当
時
の
労

働
条
件
で
職
場
復
帰
を
求
め
る

旨
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
主
張
を
行
い

ま
し
た
。
解
雇
撤
回
裁
判
は
今
後

証
人
尋
問へ
と
進
む
予
定
で
す
。 

今
後
と
も
し
ら
ゆ
り
歯
科
の
闘

い
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

〈
今
後
の
期
日〉 

 

労
働
委
員
会
第
２
回
調
査 

 
 

 
 

 
 

 

３
月
９
日 

１
２
時
３
０
分
～ 

 
 

労
働
委
員
会 

 

解
雇
撤
回
第
８
回
裁
判（
弁
論
準
備） 

３
月
１
１
日 

１
１
時
０
０
分
～ 

 

横
浜
地
裁
８
階 

 

（
佐
藤） 

 

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
支
部 

第
３
２
回
定
期
大
会
開
催 

 
２
月
１
日
に
第
３
２
回
定

期
大
会
を
新
横
浜・
オ
ル
タ

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
組
合

員
２
５
人
中
１
５
人
の
出
席

と
委
任
状
に
よ
り
大
会
は

無
事
成
立
し
、
現
状
の
課
題

を
共
有
し
、
今
後
の
運
動
方

針
を
確
認
し
ま
し
た
。
来
賓

に
は
、
生
活
ク
ラ
ブ
東
京

（
生
関
労）
と
東
都
生
協
の

仲
間
を
迎
え
、
本
部
か
ら

沢
口
委
員
長
に
懇
親
会
よ

り
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

生
活
ク
ラ
ブ
で
は
現
在
、

配
偶
者
手
当
の
減
額
、
育
児

短
時
間
勤
務
の
期
間
延
長

と
時
間
補
償
額
の
削
減
が

労
使
間
の
争
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。
配
偶
者
手
当
を
減

額
し
て
初
任
給
ア
ッ
プ
と
入

職
後
数
年
間
を
対
象
と
し

た
賃
金
表
を
書
き
換
え
よ

う
と
す
る
生
協
案
は
、
ど

う
考
え
て
も
ご
都
合
主
義

的
で
、
子
育
て
世
代
を
中
心

と
し
た
職
員
に
対
す
る
一

しらゆり歯科争議解決に支援・協力を！ 
１／２８ しっかりと冒頭陳述（初回県労委調査） 

方
的
な
労
働
条
件
の
不
利

益
変
更
で
す
。
当
初
の
提
案

か
ら
は
半
分
以
下
と
な
る

４
千
円
ま
で
減
額
幅
を
圧

縮
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
が
、
職
場
内
の
一
部
に

は
ま
だ
不
満
が
堆
積
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
問
題
を
機

に
、
支
部
内
の
労
働
組
合
運

動へ
の
意
志
一
致
を
更
に
強

め
、
組
織
拡
大
も
展
望
し

な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
小
畑） 

 

１
月
１
６
日
、
神
奈
川
労

働
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
県
共

闘
春
闘
学
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
「
春
闘
」
が

年
々
形
骸
化
さ
せ
ら
れ
て

い
く
中
で
、
「
私
た
ち
の
春

闘」
を
再
建
す
べ
く
地
域
の

労
働
者
が
結
集
し
ま
し
た
。 

講
師
に
、
全
国
一
般
全

国
協
の
本
部
よ
り
渡
辺
書

記
長
を
招
き
、「
８
時
間
働

け
ば
暮
ら
せ
る
社
会
を
実

現
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
学

習
し
ま
し
た
。
渡
辺
書
記
長

は
、
自
動
車
総
連
に
よ
る

「
春
闘
潰
し
」
な
ど
連
合
春

闘
の
終
焉
の
中
で
、
①
最
賃

大
幅
ア
ッ
プ
と
結
び
つ
い
た

大
幅
賃
上
げ
！
②
長
時
間

労
働
に
反
対
！
③
格
差
拡

大
を
許
さ
ず
均
等
待
遇
の

実
現
！
④
働
き
や
す
い
職

場
を
求
め
人
権
侵
害
を
許

さ
ず
闘
う
！ 

と
い
う
４
つ

の
柱
を
軸
に
闘
い
を
す
す

め
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
全
国
協
の
統
一
要

求
と
し
て
掲
げ
、
可
能
な
限

り
の
春
闘
統
一
行
動
を
闘

い
抜
く
こ
と
を
提
案
し
ま
し

た
。
格
差
是
正・
差
別
撤
回

の
闘
い
に
つ
い
て
は
、
中
小
で

の
適
用
は
２
１
年
度
か
ら
と

な
る
も
の
の
、「
パ
ー
ト・
有

期
労
働
法」
８
条
の
「
不
合

理
な
待
遇
の
禁
止」
、
９
条

の
「
均
等
待
遇
規
定」
を
活

用
し
な
が
ら
、
非
正
規・
有

期
雇
用
労
働
者
の
均
等
待

遇
実
現
、
組
織
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

会
場
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議

団
、
が
く
ろ
う
神
奈
川
京

極
さ
ん
の
ア
ピ
ー
ル
を
受

け
、
最
後
に
団
結
頑
張
ろ

う
を
三
唱
し
て
集
会
を
終

え
ま
し
た
。 

終
了
後
、
場
所
を
組
合

事
務
所
に
移
し
、
盛
大
に
旗

開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神

奈
川
で
は
、
３
月
１
３
日

（
金）
に『
神
奈
川
春
闘
１
日

行
動』
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
！ 

 

組
合
が
、
県
労
委
に
申
立
て
て
い

た
、
し
ら
ゆ
り
歯
科
の
不
当
労
働

行
為
救
済
の
初
回
調
査
が
１
月
２

８
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

方
々
の
傍
聴
の
下
で
調
査
が
始
ま

り
、
最
初
に
岡
部
代
理
人
か
ら
申

立
書
の
要
旨・
補
足
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
申
立
人
組
合
は
、

「
労
働
者
が
組
合
に
加
入
し
労
働

条
件
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
は
憲

法
で
保
証
さ
れ
て
い
る
あ
た
り
ま

え
の
権
利
で
あ
る」
と
発
言
。 

組
合
員
は
、「
私
は
組
合
員
で
最

後
に
残
っ
て
受
付
を
中
心
と
し
た

仕
事
を
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
中

で
は
勤
続
年
数
も
長
く
、
微
力
な

が
ら
皆
が
気
持
ち
よ
く
働
け
る
よ

う
に
気
に
か
け
て
き
た
。 

令
和
元
年
７
月
１
９
日
突
然
に

雇
止
め
通
知
を
受
け
ま
し
た
が
、

私
に
は
全
く
心
当
た
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
雇
止
め
で
生
活
が
一

変
し
、
悩
み
、
気
持
ち
が
沈
む

日
々
で
す
。
私
は
、
患
者
様
が
安
心

し
て
気
持
ち
よ
く
通
院
で
き
る
よ

う
ス
タ
ッ
フ
皆
さ
ん
と
業
務
に
励

み
た
い
の
で
、
救
済
命
令
を
お
願
い

し
た
い」
と
冒
頭
陳
述
を
行
い
ま
し

た
。 そ

の
後
、
個
別
調
査
が
行
わ
れ
、

公
益
委
員
か
ら
裁
判
の
進
行
や
組

合
員
の
解
雇
後
の
生
活
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
退
職
勧

奨
以
前
の
職
場
状
況
の
わ
か
る
資


